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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
の
時
代
に

迎
え
る
初
め
て
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

旧
年
中
豪
雨
災
害
や
台
風
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
現
在
の
農
業
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
今
年
の
７
月

に
就
任
か
ら
丸
３
年
と
な
り
任
期
満
了
を
迎

え
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
期
委
員
の
改

選
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
関
係
機
関
及
び
地

域
住
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
場
面

も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
農
業
・
農
村
は
、
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
中
で
、
認
定
農
業
者
な
ど
担
い
手
の
高
齢

化
と
経
営
継
承
の
困
難
さ
が
深
化
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
T
P
P
や
日
・
E
U
の
経
済
連
携

協
定
の
発
効
や
日
米
貿
易
交
渉
の
合
意
に
よ

り
、
我
が
国
農
業
の
更
な
る
国
際
化
が
進
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
政
府
・
国
会
は
中
長
期
的
な
農
政

の
指
針
と
な
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
の
見
直
し
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
委
員
会
を
は
じ
め

地
域
の
関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
実
質
化
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
将
来
に
向
け
た
農
地
確
保
や
集

積
・
集
約
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
委
員
会
は
地
域
の
代
表
と

し
て
、
農
地
制
度
の
適
正
な
執
行
、
認
定
農

業
者
等
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
等
、
制
度
改
正
の
主
眼
で
あ
る「
農

地
利
用
の
最
適
化
」の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
全
力
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
す
。

　

今
後
は
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
及
び
事
務
局
並
び
に
農
業
委
員
会

系
統
組
織
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
農
業
委
員

会
が
一
体
と
な
り
組
織
体
制
の
強
化
・
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
実
質
化
お
よ
び「
農
地
利
用
の
最
適
化
」の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
確
実
に
進
め
る

た
め
に
こ
の
一
年
、
新
た
な
気
持
ち
に
立
っ

て
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

当
委
員
会
へ
の
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
制
度
は
、
平
地
に
比

べ
て
傾
斜
地
が
多
い
な
ど
農

業
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域

に
お
い
て
、
農
業
を
継
続
す

る
こ
と
に
よ
り
農
地
を
保
全

し
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を

防
ぎ
、
農
業
・
農
村
の
持
つ

多
面
的
機
能
を
維
持
・
発
揮

す
る
た
め
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
、
国
か
ら
交
付
金

を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

中
山
間
地
域
の
集
落
等

を
単
位
に
農
地
、
水
路
な

ど
を
維
持
・
管
理
を
し
て

い
く
た
め
の
取
り
決
め（
協

定
）を
締
結
し
、
そ
れ
に

し
た
が
っ
て
農
業
生
産
活

動
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

対
象
と
な
る
農
地
面
積
に

応
じ
て
一
定
額
を
交
付
し

ま
す
。

　

協
定
と
は
5
年
間
を
単

位
と
し
て
、
一
定
の
傾
斜

を
持
つ
1
ha
以
上
の
農
用

地
を
有
す
る
集
落
で
農
業

生
産
活
動
等
を
継
続
す
る

た
め
に
、
水
路
・
農
道
等

の
管
理
方
法
や
活
動
の
役

割
等
を
定
め
、
共
同
活
動

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

交
付
金
は
共
同
活
動
に

充
て
る
ほ
か
、
協
定
参
加

者
の
農
地
面
積
に
応
じ
て

個
人
に
配
分
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

『
前
橋
市
の
対
象
地
域
』　

　

宮
城
地
区
、
富
士
見
地

区
内
の
農
業
振
興
地
域

（
群
馬
県
特
認
地
域
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

前
橋
市
農
村
整
備
課　

農
村
保
全
係　
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中
山
間
地
域
等

   

直
接
支
払
交
付
金
制
度

前
橋
市
農
業
委
員
会

会
長
堀
越
　
恒
弘

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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前
橋
市
農
業
委
員
会
で
は
、昨
年
の
10

月
1
日
、「
令
和
2
年
度
前
橋
市
農
業
施
策

等
に
関
す
る
意
見
書
」を
中
島
實
前
橋
市

副
市
長
に
、ま
た
要
望
書
を
阿
部
忠
幸
前

橋
市
議
会
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
作
成
に
は
、農
業
委
員
、農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
、各
種
農
業
者
団

体
等
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聴
き
、総
会
で

の
審
議
を
経
て
、取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、農
業
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、豪
雨
災
害
、有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
な
ど
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
役
割
と
し
て
、農
地
利

用
の
最
適
化
の
た
め
、担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
、遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、新
規
参
入
の
促
進
に
取
り
組
み
、

農
業
者
の
代
表
と
し
て
市
当
局
と
連
携
し
、

本
市
農
業
の
振
興
の
た
め
、次
の
6
項
目

に
つ
い
て
意
見
･
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

■
C
S
F（
豚
コ
レ
ラ
）対
策
に
つ
い
て

　

家
畜
伝
染
病
の
蔓
延
防
止
が
出
来
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
C
S
F
（
豚
コ
レ

ラ
）の
発
生
防
止
に
関
す
る
予
算
の
財

源
確
保
や
飼
養
豚
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
国
・
県
等
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
を

要
望

〈
答
〉防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
購
入
補
助
を
始

め
、
市
内
養
豚
農
場
に
防
護
柵
が
設
置

で
き
る
よ
う
国
事
業
に
上
乗
せ
し
た
支

援
策
を
県
と
協
調
し
て
実
施
す
る
こ
と

を
決
定
し
、
1
億
円
の
追
加
補
正
予
算

計
上
の
ほ
か
、
予
算
の
流
充
用
に
よ
り

消
毒
薬
や
ネ
ズ
ミ
の
忌
避
剤
の
無
償
配

付
な
ど
を
行
い
、
市
民
向
け
に
広
報
や

H
P
を
通
し
て
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
し
な

い
よ
う
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
前
橋
市
、

J
A
前
橋
市
、
J
A
前
橋
市
養
豚
部
会

と
連
名
で
県
知
事
あ
て
に
早
期
接
種
の

検
討
に
つ
い
て
要
望
。
国
の「
接
種
推

奨
地
域
」に
選
定
さ
れ
、
11
月
16
日
か

ら
接
種
を
行
っ
た
。

■
集
中
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

　

豪
雨
等
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
た

場
合
に
つ
い
て
農
地
の
復
旧
や
用
排

水
路
の
改
修
を
早
急
に
対
応
す
る
こ

と
を
要
望

〈
答
〉早
急
に
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
、

迅
速
に
初
期
対
応
を
行
い
、
二
次
災
害

市
長
に
意
見
書
・
議
長
に
要
望
書
を
提
出

農
業
施
策
等
に
関
す
る
要
請

の
防
止
に
努
め
る
。
国
・
県
の
災
害
復

旧
事
業
を
活
用
し
、
速
や
か
に
農
地
及

び
農
業
用
施
設
の
復
旧
が
行
え
る
よ
う

取
り
組
む
。

■
認
定
農
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業
者
を
支
援

す
る
た
め
、
担
い
手
支
援
事
業
の
補
助

率
の
見
直
し
、
補
助
額
の
引
き
上
げ
や

汎
用
性
の
あ
る
機
械
等
へ
支
援
の
拡
充

を
要
望

〈
答
〉国
庫
や
県
単
事
業
の
積
極
的
な
活
用

を
図
り
、
効
果
的
な
支
援
に
努
め
る
。
汎

用
性
の
あ
る
機
械
等
は
個
別
に
検
討
す
る
。

■
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
の
支
援
に

つ
い
て

　

農
作
物
へ
の
被
害
は
減
少
傾
向
が
見

ら
れ
る
が
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
被
害
対
策
の
支
援
へ
向
け
た
財

源
の
確
保
・
充
実
を
要
望

〈
答
〉国
・
県
の
財
源
を
活
用
し
な
が
ら

継
続
し
て
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
対
策
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
県
知

事
に
猟
友
会
の
担
い
手
の
継
続
的
な
確

保
、
捕
獲
促
進
と
し
て
個
体
数
調
整
事

業
へ
の
イ
ノ
シ
シ
の
追
加
を
要
望
す
る
。

■
遊
休
農
地
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
補
助
事
業
を
活

用
し
、
再
生
し
た
農
地
に
お
い
て
オ

リ
ー
ブ
を
作
付
け
し
た
場
合
に
は
特

定
奨
励
作
物
の
対
象
と
な
る
よ
う
要

望
。
併
せ
て
、
オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
費

用
の
補
助
な
ど
支
援
の
拡
充
を
要
望

〈
答
〉特
定
奨
励
作
物
に
加
え
る
こ
と
、

苗
木
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
は
先
進

地
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

■
農
地
の
畦
に
つ
い
て

　

農
業
者
が
害
虫
駆
除
や
肥
料
と
す

る
目
的
で
行
う
、
農
地
の
畦
の
焼
却

が
行
え
る
よ
う
、
規
制
の
緩
和
に
つ

い
て
県
等
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
を

要
望

〈
答
〉野
焼
き
に
よ
り
建
物
等
に
延
焼

し
た
こ
と
も
あ
り
、
危
険
が
あ
る
た

め
、
畦
の
害
虫
駆
除
等
に
つ
い
て
は

野
焼
き
を
行
う
の
で
な
く
、
草
刈
や

除
草
剤
に
よ
り
畦
畔
管
理
を
行
っ
て

も
ら
い
た
い
。

意見書を中島副市長（写真右）要望書を
阿部議長（写真左）へ堀越会長より提出
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農業者年金をご存知ですか

農業者年金に加入すれば

－老後を支える力持ち！農業者年金の加入をお勧めします－－老後を支える力持ち！農業者年金の加入をお勧めします－

国民年金の年金額は、保険料を２０歳から６０歳まで４０年間支払われた方で、１人月額６万５千円、夫婦２人で月額
１３万円、年額で約１５６万円となります。
一方、サラリーマンの厚生年金のモデルケースでは、夫が会社勤めで４０年厚生年金に加入、妻は専業主婦で扶養され

ている配偶者として４０年加入の場合で、夫婦２人で月額約２３万円、年額で２７６万円程度の年金が見込まれます。
老後の家計費は、夫婦２人で月額約２３万円、年額２７６万円程度かかっているとの統計から、国民年金だけで

は月額１０万円ほど不足してしまいます。
　そこで、農業者の方がサラリーマン並みの年金を受給するためには、夫婦２人で月額１０万円の年金を国民年金に
上乗せすることが必要です。

年額276万円
（月額23万円）

【厚生年金のモデルケース】

農業者年金に関心がある方は、お近くのＪＡ窓口、又は農業委員会事務局へお気軽にお問い合わせください。
前橋市農業委員会事務局　農業振興係　℡027-898-6733

○加入要件
国民年金の１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事する６０歳未満の方なら誰でも加入できるため、
女性や若い後継者なども加入できます。

○保険料は自由設定
月額保険料は、２万円～６万７千円の範囲で自由に設定することができます。もちろん途中で増額・減額もＯＫです。

年額156万円
（月額13万円）

サラリーマン並みの年金受給を
希望する場合は、
この部分を自分で手当てする
必要があります。

差額120万円
（月額10万円不足）

【国民年金のモデルケース】

厚生年金との差額は、
1年間で120万円！

今年は収入が
良かったけど

税ってこんなにかかるの？

老後について
考えたいけれど

月々２万円はきついなぁ…

支払った保険料は
家族の分も含めて
全額社会保険料
控除の対象に
なります。

自分が積み立てた
保険料と運用益によって

将来受け取る年金額が決まるから
少子高齢化でも安心ね

若いうちから
積み立てて

おけば老後も安心！

※農業者年金は、積立方式の終身年金です。

認定農業者等一定の
要件を満たす担い手には、
保険料の国庫補助があり、
月額基本保険料2万円の
うち最高半額の補助を受
けることができます。
（最長20年）

保険料を
控除できて

節税につながるから
たすかるなぁ！

加入前 加入後
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前橋市農業インスタグラムを配信しています！
前橋の野菜や花、農作業風景など、旬の農業情報を発信しています。
ぜひご覧ください。いいねやフォローお待ちしております！

お問い合わせ先：前橋市農政課ブランド推進係（☎027-898-5841）
 maebashi_agriアカウント

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の

構
成
・
活
動
内
容

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
、農

地
維
持
支
払
交
付
金
と
資
源
向
上
支

払
交
付
金
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

（
1
）農
地
維
持
支
払
交
付
金

①
地
域
資
源
の
基
礎
的
な
保
全
活
動

地
域
共
同
で
行
う
農
地
周
り
・
水

路
・
農
道
・
た
め
池
等
の
草
刈
り

や
泥
上
げ
な
ど
の
活
動
。

②
地
域
資
源
の
適
切
な
保
全
管
理

の
た
め
の
推
進
活
動

地
域
住
民
に
よ
る
意
見
交
換
な
ど
。

（
2
）資
源
向
上
支
払
交
付
金（
共
同
活
動
）

①
施
設
の
軽
微
な
補
修

水
利
施
設
等
の
機
能
診
断
、部
分
補
修
。

②
農
村
環
境
保
全
活
動

生
態
系
保
全
、景
観
形
成
な
ど
の
農

村
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
活
動
。

（
3
）資
源
向
上
支
払
交
付
金

　
　（
施
設
の
長
寿
命
化
）

老
朽
化
が
進
む
農
業
用
排
水
路
、

た
め
池
な
ど
の
補
修
、更
新
。

ま
た
、（
1
）、（
2
）、（
3
）に
関
す

る
会
議
、研
修
会
等
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
を

活
用
す
る
に
は

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
は
、個

人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、活
動
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
地
域
団
体
や
個
人
を

集
め
て
活
動
組
織
を
設
立
し
、規
約
、事
業

計
画
な
ど
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

活
動
は
、5
年
間
継
続
す
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

【
対
象
地
域
】

活
動
区
域（
自
治
会
、水
利
受
益
等
）

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
区
域

の
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

【
交
付
金
額
等
】

（
１
）、（
２
）、（
３
）の
活
動
及
び
対
象

と
な
る
農
用
地
面
積
に
応
じ
て
活
動

組
織
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
活
動
組
織
を
設
立
す
る
と

き
は
、規
約
、事
業
計
画
の
策
定
な
ど

を
市
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

前
橋
市
農
村
整
備
課

農
村
保
全
係

℡
0
2
7
‐
8
9
8
‐
6
7
1
3

https://www.city.maebashi.gunma.jp/soshiki/
noseibu/nosonseibi/gyomu/2091.html

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度

ご
存
知
で
す
か
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女
性
農
業
委
員
の
声

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
新
し
く

農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
2
年
半

が
た
ち
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
が
、
女
性
農
業
委
員

が
4
人
に
な
っ
た
と
い
う
の
も
大
き

な
変
化
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
で
今
回
は
前
橋
市
の
4
人
の
女
性

農
業
委
員
の
顔
ぶ
れ
と
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
前
橋
市
農
業
委
員
は
24
人

い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
4
人
の
女
性

農
業
委
員
が
い
ま
す
。（
写
真
左
か

ら
順
に
）奥
野
和
子
委
員
、
北
爪
き

よ
子
委
員
、
青
木
朱
美
委
員
、
矢
端

晴
美
委
員
で
す
。
青
木
委
員
は
今
期

で
3
期
目
、
北
爪
委
員
は
2
期
目
、

そ
し
て
奥
野
、
矢
端
委
員
は
1
期
目

で
す
。

　

青
木
委
員
は
野
菜
栽
培
、
北
爪
、

奥
野
委
員
は
酪
農
、
矢
端
委
員
は
米

麦
野
菜
栽
培
・
加
工
と
そ
れ
ぞ
れ
農

業
経
営
を
専
業
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
全
員
が
主
婦
と
し
て
家

事
、
介
護
、
孫
の
面
倒
、
女
性
グ

ル
ー
プ
や
各
種
団
体
の
役
員
の
仕
事

も
あ
り
、
時
間
を
や
り
く
り
し
て
委

員
会
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
委
員
会
の
総
会
が
終
わ
る
と
、
皆

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
暇
も
な
く
、
家

族
や
牛
が
待
っ
て
い
る
家
に
急
い
で

帰
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
に
忙
し
い
思
い
を
し

て
、
私
達
女
性
が
農
業
委
員
を
や
っ

て
い
る
か
と
言
え
ば
、
こ
の
世
の
中

も
農
業
も
男
性
だ
け
で
成
り
立
っ
て

い
る
わ
け
で
な
く
、
男
女
両
方
の
考

え
方
や
、
仕
事
の
仕
方
が
農
業
の
世

界
で
も
大
切
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

農
地
を
守
り
、
農
業
を
守
っ
て
い
く

こ
と
、
と
い
う
従
来
の
委
員
会
活
動

に
加
え
て
、
後
継
者
を
育
成
す
る
こ

と
、
子
育
て
世
代
の
方
々
や
子
供
た

ち
に
農
業
、
食
生
活
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
農
業
者
の
応
援
団
を
育
成
す

る
こ
と
も
自
給
率
を
上
げ
る
の
と
同

じ
く
ら
い
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
か

ら
で
す
。

　

戦
後
、
女
性
の
生
き
方
、
働
き
方

も
社
会
の
変
化
と
と
も
に
激
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
変
化
が

農
業
に
与
え
る
影
響
も
少
な
か
ら
ず

あ
る
で
し
ょ
う
。
委
員
会
活
動
の
ほ

か
に
、
農
業
者
年
金
の
推
進
、
地
域

で
の
食
農
教
育
、
伝
統
食
講
座
の
開

催
や
、
男
性
委
員
有
志
の
方
た
ち
と
農

婚
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
に
な
っ
て
、
前
橋
中
の
農

地
を
見
て
回
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
前

橋
が
赤
城
山
や
利
根
川
の
恩
恵
を
受
け
、

南
部
の
広
大
な
農
地
か
ら
北
部
の
中
山

間
地
ま
で
と
て
も
多
様
性
に
満
ち
、
魅

力
あ
る
も
の
だ
と
改
め
て
気
づ
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
農
業
者
の
減
少
や
耕

作
放
棄
地
の
増
加
等
々
、
課
題
も
多
い

で
す
が
、
微
力
な
が
ら
委
員
と
し
て
、

培
っ
た
経
験
や
知
識
を
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し

何
か
農
地
そ
の
他
の
こ
と
で
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
私
達
女
性
委
員
に
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

前
橋
産
農
林
水
産
物
の
加
工

に
取
組
む
農
業
起
業
家
を
募
集

し
ま
す
。
審
査
を
経
て
登
録
さ

れ
た
人
に
、
販
売
会
や
研
修
会
、

補
助
事
業
な
ど
の
案
内
を
し
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る

か
、
前
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
要
件
　

　
前
橋
産
農
林
水
産
物
を
原

料
と
し
た
加
工
品
創
出
及

び
製
造（
委
託
を
含
む
）を

行
い
、
直
売
所
や
自
宅
等

で
販
売
を
し
て
い
る
前
橋

市
在
住
の
農
家

②
登
録
書
の
配
布
　

　
市
役
所
農
政
課
の
ほ
か
、
前

橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

③
申
込
み
　

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課

に
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係

℡
0
2
7
‐
8
9
8
‐
5
8
4
1

農
業
起
業
家
を

募
集
し
ま
す
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　令和元年11月、前橋市地産地消センター
（JA前橋（富田町）に隣接）の調理室におい
て、地域の農産物を使用した料理のレシピ
を持ち寄って、実際に調理をする研修会の
模様を取材させていただきました。

・ハクサイ 10 枚
・豚バラ肉 20 枚
・だしの素 大さじ1
・めんつゆ 大さじ２
・ポン酢（ゆず） 適宜

①ハクサイは１枚ずつはがして湯通しする。水にとらないでザルなどにのせ冷
ます

②ハクサイとバラ肉を交互に重ね 3cmくらいに切る
③平らななべに②を、切り口を上にするよう
に並べる

④③の上にだしの素をふり、めんつゆを入れ、
水を少し入れ火にかける

⑤肉に火が通ったら出来上がり
⑥（ゆず）ポン酢など好みの味で食べる

ハクサイのミルフィーユなべ

①豚バラとブロッコリーの甘味噌炒め
②季節の野菜を使ったミートローフ
③ブロッコリーのごまひじきあえ
④キムチの素
⑤ハクサイのミルフィーユなべ

材料（2人分）　 作り方

この中から一品（ハクサイのミルフィーユなべ）の
レシピを紹介します。

⑥ネギの肉巻き
⑦ホウレンソウとベーコンの炒め物
⑧キャベツと牛肉のソース炒め
⑨野菜のフリッター
⑩ダイコンのシーチキン煮

調理した料理は、なんと10品

地域農産物を使った料理

① ② ③ ⑥ ⑨ ⑩
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農地を無断で転用した場合や許可目的どおりに利用しない場合には、以下の罰則が適用される場合があります。

農地法改正により無断転用に対する罰則が強化され、罰則額が大きく引き上げられました。

個人 3年以下の懲役又は300万円以下の罰金

　農地を農地以外に利用するときには、農地転用許可（市街化区域内の農地は転用
の届出）が必要です。また、許可後において転用目的を変更する場合には、事業計画
の変更等の手続きを行う必要があります。

法人 １億円以下の罰金

厳しい罰則が！農地を無断で転用した場合、農地を無断で転用した場合、

青空駐車場にした 資材置場にした廃棄物の置き場にした

無断転用していませんか

農地のパトロールをしている
農地利用最適化推進委員

無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用無断転用
このような

お問い合わせ先
農業委員会事務局　農地係　
電話　０２７-８９８-６７３４

　

県
税
事
務
所
へ
農
業
用
軽
油
免
税
証
の

交
付
申
請
の
際
に
、「
耕
作
証
明
書
」及
び

「
農
地
台
帳
の
写
し
」が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
市
役
所
７
階
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
「
耕
作
証
明
書
」及
び「
農
地
台
帳
の
写

し
」の
請
求
手
続
き
に
は
、
本
人
を
確
認

出
来
る
、
免
許
証（
又
は
保
険
証
）と
手
数

料
３
５
０
円
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
本
人
が
来
ら
れ
な
い
時
は
、
委

任
状
と
受
任
者
の
免
許
証（
又
は
保
険
証
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
申

請
以
外
で「
耕
作
証
明
書
」の
み
が
必
要
な

時
は
、
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
除
く
）で
発
行
が
出
来
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
管
理
係

℡
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
７
３
２

申
請
書
及
び
委
任
状
の
様
式

https://w
w
w
.city.m

aebashi.gunm
a.

jp/soshiki/nogyoiinkaijim
ukyoku/

shinseisho/7526.htm
l

農業用軽油
免税証の

交付申請の際に
耕作証明書等の
提出が必要です
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編集
発行 前橋市農業委員会 事務局 前橋市役所内 農業委員会事務局

前橋市大手町二丁目12 番 1号
電話 0 2 7 - 8 9 8 - 6 7 3 2
e-mail noui-jimu@city.maebashi.gunma.jp

農業委員・農地利用最適化推進委員
を募集！

＊「農地等の利用の最適化」とは、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進を行うための活動です。

令和2年2月3日㊊～令和2年3月2日㊊

令和2年7月20日～令和5年7月19日

※推薦書、応募書は期間内必着

応募方法の詳細については、「募集要項」をご覧ください。
募集要項は、1月22日（水）から農政課及び農業委員会事務局の窓口で配布いたします。
前橋市のホームページからもダウンロードできます。

HPアドレス
https://www.city.maebashi.gunma.jp/sangyo_business/4/5/1/index.html

農業委員 24人
農地利用最適化推進委員 53人（担当区域別に定数を設けています）

「推薦」「自らの応募」

農業委員会の会議に
出席し、農地法や他の
法令に基づく、農地の
権利に係る許可等に
関して、審議、判断を
行います。

現場活動を主に、担
当する区域におい
て、＊農地等の利用の
最適化を推進するた
めの活動を行います。

農 業 委 員 農地利用最適化推進委員

行います。

と の２通りの応募方法があります。

募集期間

任　　期

募集人数

応募方法

主な職務内容

連携して活動します

お問い
合わせ先 前橋市大手町二丁目１２－１（前橋市役所７階）

℡027-898-6732

◇農地利用最適化推進委員の募集に関すること

農業委員会事務局管理係
前橋市大手町二丁目12－１（前橋市役所７階）
℡027-898-6702

◇農業委員の募集に関すること

農政部農政課農業政策係


